
 社会福祉法人直方市社会福祉協議会  移動送迎支援事業運営規程 

（目的） 

第１条  この規程は、社会福祉法人直方市社会福祉協議会（以下「社協」という。）が所有す

る福祉車両を安全かつ円滑に運行することにより、既存の公共交通機関を利用することが

困難な在宅の障害者や高齢者及び難病者等へ、移動送迎の支援を行い、以て社会参加の促

進と自立を支援することを目的とする。 

（実施主体） 

第２条  この規程に定める移動送迎支援事業（以下「本事業」という。）は、社協が実施する。 

（事務局） 

第３条  本事業の事務局は、社協に置く。 

（対象者） 

第４条  本事業の対象者は、次の各号に掲げるものとする。 

（１）  直方市在住で自立歩行が困難な車椅子や補装具を日常的に使用している身体障害 

者福祉法第４条に定める身体障害者手帳の交付を受けたもの、又は知的障害者福祉

法施行令第１条に定める判定及び療育手帳の交付を受けたもの、並びに精神障害者

保健福祉手帳制度実施要領第２に定める手帳の交付を受けたもの 

（２）  直方市在住の虚弱高齢者（要介護認定３以上）で、公共交通機関の利用が困難な

車椅子や補装具を日常的に使用しているもので、福祉車両の必要なもの 

（３）  その他、特別に認めた場合 

（介助）  

第５条  運転による移動送迎および乗降介助のみで、それ以外の介助が必要な場合は、利用

者が介助者を確保する。 

（運営委員会） 

第６条  この事業を円滑に進めるために、利用者を含めた運営委員会を組織する。なお、運

営委員会については、移動送迎支援事業運営委員会設置要綱を別途定める。 

（運転者） 

第７条  福祉車両の運転については下記の事項に該当し、社協が認めた者とする。 

（１）  普通自動車二種免許、又は普通自動車免許を所持する２１歳以上のものであって

「移送サービス運営マニュアル編集委員会が発行するテキスト」に基づいた講習を

受講したもの 

（２）  利用者の主体性を尊重したサポートができるもの 

（３）  その他、必要と定めた条件を満たすもの 

（運転者の責務） 



第８条  運転者が本事業に負う責務は次のとおりとする。 

（１）  活動中及び活動後においての守秘義務を遵守すること。 

（２）  交通関係法令を常に遵守し、安全運転と事故防止に努めること。 

（３）  リフト操作は細心の注意の下に行い、乗降の際の事故防止に努めること。 

（４）  車両の清潔と美化に努めること。 

（５）  運行日誌の記録を行なうこと。 

（６）  運転中の事故については、事故処理の終結まで社協と共に協力すること。 

（運行日、範囲、時間及び相乗り） 

第９条  本事業の運行日、範囲、時間及び相乗りは、原則として次のとおりとする。ただし、

特に必要と認めた場合はこの限りではない。 

（１）  運行は年末年始（１２月２９日から１月３日）を除く毎日とする。ただし、次の

事情により運行制限がある。 

ア  運転手の確保状況 

イ  車両の整備 

ウ  悪天候により運行困難な場合 

（２）  運行範囲は原則として福岡県内で日帰りとする。なお、運行範囲が直方市近隣（お

おむね筑豊地区）を越える場合は、行路設定は原則として利用者及び代理者が行う。 

（３）  運行時間は原則として午前９時から午後４時３０分までとする。 

（４）  運行の際の相乗りは、運行及び利用者の安全上、２名までとする。 

（利用者の登録） 

第１０条  この事業を利用するものは、次のとおり利用者登録申請を毎年しなければならな

い。 

 （１）  登録申請は、移動送迎支援事業登録申請書（様式第１号）、移動送迎支援事業利用

者登録書（様式第２号）及び確約書（様式第３号）により行うものとする。 

（２）  前号の申請があった場合は、申請書に関わる実態調査を行い、移動送迎支援事業

申請者実態調査表（様式第４号）を作成し登録の可否を決定する。 

２  登録の可否を決定した場合は、申請者に対し、移動送迎支援事業利用者登録決定通知書

（様式第５号）を通知するものとする。 

（利用の内容） 

第１１条  本事業の利用は、利用者が社会参加や自立するための外出支援であり、原則とし

て一人月４回（１回の利用につき２ヶ所まで）を利用限度とし、次に掲げるとおりとする。 

（１）  社会生活を営む上で必要不可欠な外出の場合 

（２）  社会参加を促進する上で特に必要と定める場合 



（利用手続き） 

第１２条  本事業の利用者は、利用しようとする日の３日前までに事務局に申し込むものと

する。なお、この場合、申し込み日は祝日を除く月曜日から金曜日、申し込み時間は午前

９時から午後５時までとする。また、予約については利用日の２ヶ月前から行う。 

（利用の変更） 

第１３条  事務局は第９条第１項第１号で掲げた事由等で移動送迎が提供できない場合は、

事前に利用者へ通知するものとする。また、利用者が自己の都合で申し込みを変更しよう

とするときは、運行日の３日前までに速やかにその旨を事務局に申し出なければならない。 

（利用料） 

第１４条  本事業の利用料は無料とする。ただし、運行時にかかる有料道路の料金、駐車料

金、施設入館料、燃料費、その他必要な費用については、利用者負担とする。 

（事故報告等） 

第１５条  福祉車両の運転者は、事故が発生した場合、法令に基づく応急の処置をした後、

速やかにその状況を社協に報告し、指示を受けなければならない。 

（１）  事故後、速やかに事故報告書を作成し、社協会長に提出しなければならない。 

（２）  事故に伴う事務処理は、社協が行うものとする。 

（損害賠償責任） 

第１６条  事故に対する補償は、社協が加入する送迎サービス補償制度、任意保険等による

補償の範囲内とする。 

（コーディネート） 

第１７条  本事業に係る調整は、事務局において行うものとする。 

（その他） 

第１８条  この規程に定めるもののほか、本事業に必要な事項は別に定める。 

 

附 則  

（施行期日） 

１  この規程は、平成１８年４月１日から施行し、同日以降の利用分から適用する。 

（社会福祉法人直方市社会福祉協議会移動送迎支援事業運営規程の廃止） 

２  従前の社会福祉法人直方市社会福祉協議会移動送迎支援事業運営規程は、廃止する。 

附 則  

この規程は、令和２年４月１日から施行する。 


